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平成23年４月1日　NO  66
＜東日本大震災に寄せて＞
　２０１１．３．１１．　この日を私たちは長く忘れることはないでしょう。
　あの日…学園は、ゆらゆらと長く続く地震にざわつきながらも、比較的落ち着いた時を過ごしていました。もちろん、何の被害もなく子どもたちも無事でした。

　その時には、まさかこのような未曾有の出来事とは夢にも思いませんでした。その後、メディアによって伝えられる事実はあまりにも信じ難く、言葉を失うばかりでした。

　1960年 チリ大地震の津波におそわれた時、5歳の私は宮城県仙台市多賀城町（現：多賀城市）に住んでおりました。母親に手を引かれて登った高台から見おろした光景を、いまだに忘れることができません。大きな船が河口を逆流し街内に乗りあげて、ゴツンゴツンと音を立てて、ぶつかりあう様子が鮮明に焼きついています。
ましてや、今回の大震災で被害にあわれた方々の恐怖や苦しみは、いかばかりか想像して余りある現実です。たぶん、日本中、世界中のたくさんの人々が、我がことのように苦しみ、居ても立ってもいられない想いに駆られたことでしょう。私自身、この現実をまだうまく受け入れられず、まとまった言葉にもできませんが、あの日以来、ずっと念じていることは「私がまず元気にいよう」ということです。１つ１つ毎日をていねいに生きようと…。その先に何があるのか、まだ見えないけれど、この先の道のりが長いことだけは見えています。ならば、私が何か役立つ“その時”のために、まず、元気でいようと、そう思っています。
なぎ倒され、くだかれた家々や失われた多くの命の重さにうちのめされそうな毎日ですが、だからこそ“失われないもの”に強く心を打たれました。それは人と人のつながりであり、人を思いやる心であり、生き抜くための強い意思です。今、改めて人間の意味を問い続けています。

東日本大震災において犠牲となられた皆様のご冥福を心よりお祈り申し上げます。そして、共に長い道のりを歩んでいけるよう、これからも真摯に努力を重ねていきたいと存じます。
尚、社会福祉法人 光が丘学園および職員一同、ささやかではありますが、北海道児童養護施設協議会を通し、被災地の子どもたちへ義捐金を送らせていただきました。
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＜退職される職員＞
・ 山根 恵美子さん（調理員）　　・ 東海林 智美先生（児童指導員）　　・ 船野 優先生（保育士）

・ 鈴木 和美先生（保育士）　　　・ 三上　房子先生（保育士）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

大変お世話になりました。これからのご活躍をお祈り申し上げます。　

＜各グループ職員＞
· 幼児グループ … 笹森 純　・　森 晶恵

· 女子グループ … 堀島 潤子　・　安部佳代子　・　本村 美波　・　山村　萌

· 男子グループ … 佐々木 達生　・　目黒 慎治　・　谷 夏湖　・　池田 知実　・　横堀 千歩

· 厨房　　　　 … 浮田 佐知子　・　中島　あゆみ　・　服部 真美子　・　西本 祥夫
どうぞ、よろしくお願いします。来月号より順次紹介していきますのでお楽しみに！！

＜子ども安心基金による園内改修が完了しました＞

　玄関下駄箱整備　　 園内ドアの入れかえ　　 浴室改修　　 便器取替えと電気増設　　体育館暖房機入れかえ
調理器具入れかえ　　二階廊下・食堂カーテンの取替え

＜園内修繕＞
洗面所蛇口の取替え・鏡の入れかえ… 混合栓で使いやすくなりました。
女子居室・幼児部屋床張りかえ… 木目調でクッション性のある床になりました。


４月の行事予定

　４／５　美容ボランティアのじりさん来園　　４／６　小・中学校入学式　　４／７　聖十字幼稚園入学式
　４／８　岩見沢東高校入学式　　　　　　　　４／11　岩見沢農業高校・新篠津高等養護学校入学式
　４／18　南小学校参加日・保護者説明会　光陵中学校3年生三者懇談会
　４／23　4月誕生会　　　　　　　　　　　　４／24　町内会こどもの日お楽しみ会
ご厚志ご寄贈など感謝申し上げます。（ご芳名もれをお許しください。）３月１日～３１日

　森脇美也子様　　松川真理様　　萩生田ひとみ様　　杉山博慶様　　石川広子様　　あくつクリニック 飽津泰史様
　清水哲夫様　　皆川仁様　　本庄美津子様　　清寿司 堀江君子様　　根本雄介様　　JAグループ北海道様　
JAフットボールクラブ様　　伊藤八重子様　



＜ホワイトデー＞ 光が丘学園「男組」のまごころ


　食堂から聞こえる「ウォリャーッ」のかけ声、そしてドスン，ドスンと響く物音。


　光が丘学園「男組」からの感謝のクッキー作りが始まりました。「男組」のまごころは、ゴツゴツして見かけは、ふぞろいですが、サックリとした味わいの深い、程よい甘さに仕上がりました。


　それぞれ、日頃、お世話になっている皆様に贈らせていただきました。








＜居室移動、大騒動＞


　３月最後の土日をめがけ、４月からの新しい居室への移動と、新しいベッド、学習机の入れ替えが行なわれました。毎年恒例ではありますが、ついでに部屋の大掃除も兼ね、また、失くした物と久しぶりの対面を果たし、家具の配置をあーでもない、こーでもないと頭をひねる時でもあります。そして、なんとなくウキウキと新しい未来を予感して、心弾む大移動でした。今年一番の出来事は、２段ベッドがうれしくて、飛び跳ねたRちゃんが天井に穴を開けたことでしょうか（笑）。（もちろんRちゃんの頭は全くもって無傷でした…）





＜3月誕生会＞ 


　26日（土）3月生まれの子どもたちと職員とお祝いする誕生会が開かれました。また、3月末で退職される職員とのお別れも兼ねて、おいしい食事を囲みながら、なごやか会となりました。


　この日のために、いわみざわ清寿司様からお寿司のご寄贈もあり、一流店の味に


舌鼓を打ちながら楽しいひとときを過ごせました。本当にありがとうございました。





＜タイガーマスクコーナー＞ 


　タイガーマスク様そして東京都の佐々木様から“子どもたちのために使って”といただいたご厚志を使わせていただき、子どもたちの憩いのコーナーとしてソファーとテーブルを置きました。また幼児部屋にもソファーやじゅうたん、テレビ台などを購入しました。


　　　　　みんなが、楽しく、仲良く使って、遊びにきた友だちも、卒園生も、


そこで、集い、語り、笑顔になれる場となりますよう。


改めて、誠にありがとうございました。





＜卒業を祝う会＞


　３月１２日　サンプラザホテルで卒業を祝う会が開かれました。新入園１名，卒園児３名，小学校卒業３名，中学校卒業３名の子どもたちの成長と飛翔を願い、学園のお友達や学園を見守り支えて下さる来賓の皆様と共に、楽しく、そして温かな時間を持つことができました。


　この日のために幼児さんたちはダンスを披露し、また、小学生２名によるピアノ演奏もありました。そして、何といっても圧巻は職員全員による「劇」の発表でした。


　幼稚園から小学校、中学校、高校と成長して社会人となるまでの姿をぶっつけ本番ではありましたが、演技力で演じきりました。幼稚園児が食後の一服をしたり、Y先生がラブレターをもらうシーンなど見どころ満載で、みんなの引きつった笑顔（笑）が実に印象的でした。


　


みなさん、おめでとう！そして、ありがとう！








卒業を祝う会でいただいたお祝い金は、東日本大震災義捐金として使わせていただきました。








